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リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
感
想
文

乳
腺
外
科
医
事
件
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
報
告

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
10
月
30
日
、
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
「
柳
原
病
院
乳
腺
外

科
医
事
件➖

秘
匿
さ
れ
た
『
職
業
せ
ん
妄
』

の
医
学
と
悲
劇
」
を
開
催
。
実
際
に
裁
判
に

も
関
わ
っ
た
い
つ
き
会
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
佐
藤
一
樹
先
生
を
講
師
に
招
き
、
西
宮
市
・

半
田
医
院
の
半
田
伸
夫
先
生
が
司
会
を
、
大

阪
市
・
白
水
法
律
事
務
所
の
鵜
飼
万
貴
子
弁

護
士
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
。
会
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
開
催

し
、
医
師
ら
38
名
（
う
ち
オ
ン
ラ
イ
ン
25
名
）

が
参
加
し
た
。

以
下
、
司
会
を
務
め
た
西
宮
市
・
半
田
医

院
の
半
田
伸
夫
先
生
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

＊

同
事
件
は
、
乳
腺
腫
瘍
摘
出
術
を
受
け
た

患
者
Ａ
が
、
術
直
後
の
回
診
に
来
た
執
刀
医

を
、
母
親
が
カ
ー
テ
ン
越
し
に
い
る
4
人
部

屋
で
、
患
者
の
乳
房
を
な
め
ま
わ
し
、
挙
句
に

自
慰
を
し
た
と
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
同
日
に

警
察
に
訴
え
、
患
者
の
乳
房
か
ら
試
料
が
採
取

さ
れ
た
。

警
察
は
、
そ
の
試
料
か
ら
ア
ミ
ラ
ー

ゼ
の
存
在
と
、
執
刀
医
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
得
た
と
し

て
刑
事
告
発
し
た
。
1
審
で
は
Ａ
が
麻
酔
後
覚

醒
時
せ
ん
妄
で
性
的
幻
覚
を
見
た
と
判
断
し
、

無
罪
と
し
た
が
、
控
訴
審
で
は
こ
れ
を
覆
し
2

年
の
実
刑
判
決
が
下
さ
れ
た
。
佐
藤
先
生
は
、

本
件
に
発
生
当
時
か
ら
深
く
か
か
わ
り
、
医
療

事
件
に
詳
し
い
弁
護
団
の
形
成
を
し
た
り
、
医

学
的
立
場
か
ら
多
く
の
発
言
を
し
た
り
し
て
き

た
。1

審
に
お
い
て
も
、
術
後
せ
ん
妄
に
お
い
て
、

患
者
が
ア
ダ
ル
ト
・
グ
ラ
ビ
ア
・
ア
イ
ド
ル
で
、

男
性
の
性
的
情
動
を
あ
お
る
こ
と
を
職
業
と
す

る
こ
と
か
ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う
、
職
業
せ
ん
妄

の
可
能
性
を
言
及
し
続
け
て
き
た
。
こ
れ
は
せ

ん
妄
状
態
で
は
、
自
身
の
職
業
体
験
か
ら
く
る

妄
想
を
容
易
に
体
験
す
る
も
の
で
、
せ
ん
妄
状

態
の
お
坊
さ
ん
が
、
急
に
講
話
を
始
め
た
り
す

る
例
も
あ
る
。
た
だ
、
1
審
、
2
審
と
も
こ
の

問
題
を
論
点
と
し
て
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

2
審
後
、
先
生
は
法
律
雑
誌
（
判
例
時
報
）

に
「
乳
腺
外
科
医
事
件

控
訴
審
逆
手
有
罪―

秘
匿
さ
れ
た
職
業
せ
ん
妄
の
医
学
」
の
タ
イ
ト

ル
で
論
文
を
寄
稿
す
る
こ
と
な
ど
、
尽
力
さ
れ
、

よ
う
や
く
来
年
1
月
の
最
高
裁
で
の
論
告
再
開

が
認
め
ら
れ
た
。

真
実
を
論
理
的
に
追
及
す
る
こ
と
の
難
し
さ

医
学
専
門
家
と
し
て
の
毅
然
と
し
た
対
応
に
感
銘

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
10
月
22
日
（
金
）
に
西
宮
医

療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
３
人
が
参
加
し
た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

・Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐
19
診
療

・新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

・イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
に
つ
い
て

な
ど

【
Ⅱ
．
予
定
・企
画
】

①
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
（10
・30
）

②
第
40
回
支
部
総
会

③
第
９
回
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
・・デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

④
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

【
Ⅲ
．
当
面
延
期
企
画
】

・近
年
開
業
医
懇
談
会

・認
知
症
外
来
診
療
経
験
交
流
会

【
Ⅳ
．
支
部
設
立
40
周
年
記
念
企
画
】

①
記
念
小
冊
子
作
成
の
検
討
な
ど

【
Ⅴ
．
そ
の
他
】

・「
一
人
に
な
る
」映
画
上
映
会
に
つ
い
て
な
ど

世
話
人
会
だ
よ
り

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

次
回
は
11
月
26
日
（金
）に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

参加者の疑問に答える佐藤先生

アドバイザーを務めた鵜飼弁護士

と
、
先
生
の
毅
然
と
し
た
医
学
の
専
門
家
と
し
て

の
対
応
に
深
く
感
銘
を
受
け
た
。

【
西
宮
市

半
田
医
院

半
田
伸
夫
】

司会を務めた半田先生
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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
11
月
13
日
（
土
）

西
宮
市
民
会
館
に
お
い
て
第
41
回
西
宮
・

芦
屋
支
部
総
会
を
開
催
。
世
話
人
ら
10
人

が
参
加
し
た
。

今
回
の
支
部
総
会
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

市
中
の
状
況
を
鑑
み
、
記
念
講
演
は
行
わ

ず
、
議
事
の
み
の
開
催
と
な
っ
た
。

支
部
総
会
で
は
、
林
田
英
隆
先
生
（
西

宮
市
・
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
議
長
、
法

貴
憲
先
生
（
西
宮
市
・
法
貴
皮
膚
科
）
が

開
会
挨
拶
を
務
め
、
半
田
伸
夫
先
生
（
西

西
宮･

芦
屋
支
部

役
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
支

部

長
）

法
貴

憲

（
副
支
部
長
）

伊
賀
幹
二
、
加
藤
隆
久

林
田
英
隆
、
半
田
伸
夫

広
川
恵
一
、
村
上

博

（
世

話

人
）

岩
下
敬
正
、
上
田
進
久

川
﨑
史
寛
、
川
野
悦
司

北
垣
幸
央
、
坂
尾
将
幸

佐
々
木
健
陽
、
多
田

梢

土
山
雅
人
、
林

功

藤
森
隆
史
、
前
田
信
証

三
浦
一
樹
、
宮
﨑
睦
雄

宮
崎
義
彦
、
森

博
雄

安
岡
眞
奈
美

（
相

談

役
）

大
森
公
一
、
堅
田

均

北
井

明
、
幸
原

久

法
西

浩
、
森
下
敬
司

宮
市
・
半
田
医
院
）
が
２
０
２
０
年
度
活

動
報
告
・
２
０
２
１
年
度
方
針
案
を
提
案
。

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
21
・
22
年
度
の
支
部
役
員
に
つ

い
て
、
下
記
の
役
員
名
簿
の
先
生
を
選
出

し
た
。

総
会
議
事
後
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
日
常
診
療
の
経
験

を
交
流
し
た
。
そ
の
中
で
2
類
相
当
指
定

で
あ
る
こ
と
に
も
触
れ
、
現
場
と
行
政
の

認
識
の
不
一
致
や
、
指
揮
を
執
り
行
う
行

政
が
一
元
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
結
果
と
し

て
現
場
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
実
態
な
ど
が

交
流
さ
れ
た
。

感染予防だけでなく「体を鍛える」ことが大切

健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

11
月
７
日
西
宮
・若
竹
公
民
館
に
て
、

兵
庫
県
聴
覚
障
害
者
協
会
・
兵
庫
手
話

通
訳
問
題
研
究
会
主
催
で
聴
覚
障
害
者

の
医
療
を
考
え
る
会
、「
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く

生
活
で
気
を
つ
け
る
こ
と
」が
開
か
れ
た
。
協

会
が
西
宮
市
・吉
岡
整
形
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
吉

岡
裕
樹
先
生
を
講
師
と
し
て
紹
介
し
、
市

民
36
名
が
参
加
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
感
染
拡
大
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
活
動
が
自
粛
を
要
請
さ
れ
る

も
と
、
体
力
低
下
や
認
知
性
を
予
防
す
る

た
め
に
自
分
で
で
き
る
体
の
鍛
え
方
を
中

心
に
講
演
い
た
だ
い
た
。

以
下
、
参
加
さ
れ
た
西
宮
手
話
サ
ー

ク
ル
あ
ゆ
み
会
の
水
野
都
さ
ん
の
感
想

を
掲
載
す
る
。

＊
コ
ロ
ナ
禍
で
大
切
な
こ
と
は
、
基
本

的
な
感
染
対
策
＋
体
を
鍛
え
る
こ
と
。

と
て
も
分
か
り
や
す
い
お
話
で
し
た
。

「
自
分
の
体
は
自
分
で
鍛
え
る
！
誰
も

や
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
先
生

の
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
紹
介

さ
れ
た
、
膝
・
腰
を
鍛
え
る
体
操
は
私

で
も
無
理
な
く
出
来
そ
う
な
の
で
、
少

し
ず
つ
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

【
西
宮
手
話
サ
ー
ク
ル
あ
ゆ
み
会

水
野
都
】

議事後は診療経験など議論を深めた

開会の挨拶を行う法貴支部長

講演後参加者からはたくさんの質問が寄せられた


